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世界市場と蓄電池戦略の目標 

2020年 
日本企業のシェア 

5割に 
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リチウムイオン電池の世界シェア 

韓国：39.5％  日本:34.8％ 



車載用は強い 
車載用リチウムイオン電池の世界シェア（2011年） 



車載用蓄電池 



政府が後押し 
定置型蓄電池関連の補助金 



リチウムイオン電池の開発 

エネルギー密度 

 現在：100～120Wh/kg 

 目標：250Wh/kg（2020年） 

 

コスト 

 現在：10万円/kWh  

 目標：3万円/kWh（2020年） 

 









再エネや夜間電力を有効活用 
蓄電池と太陽光発電を組み合わせたシステム 



パナソニック 



蓄電池ができること 

■緊急時（停電）のバックアップ電源 

■ピークカット 

 



風力発電には接続上限がある 
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全国の導入量：242万kW（世界13位） 
（中国・米国：4000万kW以上 ドイツ：2700万kW インド：1300万kW）  
 

6電力の接続可能量：466万kW （2012年7月時点） 



再エネの接続を制限する理由 

①「下げ代」不足（北海道電力） 
 

②短周期変動調整力不足（東北電力） 



調整力を高めるには？ 

①系統強化   
  費用負担と時間 

  北海道電力：7000億円（風力187万kW＋太陽光90万kW） 

  東北電力：1兆1700億円（風力324万kW） 
 

②蓄電池 
  コストが高い 
 

③揚水発電 
  コスト：2.3万円/kWh  

  運用の問題（東北電力が調整力に使う方向？） 

 

 



出力変動緩和型で連系可能量を2倍以上に 

市浦風力発電所 
（青森県五所川原市） 
 

■出力：1万５４４０ｋW 

    （2000kW級を8本） 

■蓄電池容量：1万400kWh 

    （鉛蓄電池） 
 

＜条件：短周期変動対応＞ 

出力変動（20分以内） 

      →10％以内 
 

＜結果＞ 

「発電コストは 

   2割増で済む」 



出力一定型なら接続制限ナシ 

二又風力発電所（青森県六ヶ所村） 

NAS（ナトリウム硫黄）電池で実証 
 

■系統への出力を一定に保つとともに、深夜に蓄電した電
力を日中に供給する 

 

日本風力開発試算 

＜コスト＞ 

風力発電：8～11円/kWh 

蓄電池  ：5～6円/kWh（NAS電池） 

＜売上＞ 

売電単価：7～10円/kWh（JEPX) 3～4円（電力会社買い取り） 

RPS単価 ：6～7円/kWh 

合成単価：13～17円/kWh  9～11円/kWh 

 



NSA（ナトリウム硫黄）電池 

日本ガイシが 
世界で唯一製造 

300℃の高で温動作 



有望な蓄電池 



蓄電池戦略の方向性 

電力系統用 

  NAS電池 レドックスフロー電池 

  リチウムイオン電池 

定置用 

  リチウムイオン電池 鉛蓄電池 

車載用 

  リチウムイオン電池 ニッケル水素電池 


